
 

 

 

 

 

 

第 2 回学校運営協議会 

 校長 紅林 兼一 

   日頃より、本校の教育活動への御理解と御協力を賜り誠にありがとうございます。 

 去る、11 月 2 日（土）に本校の第 2 回学校運営協議会が開催されましたので、その様子を御紹介 

させていただきます。 

 

１ 冒頭 校長から本校コミュニティ・スクールモデル 

の組織図について改めて紹介 

２ 報告事項 

（１）専決事項 

    ・学芸発表会の発表方法の変更及び実施について 

     ➡発表方法の変更については了承。土日の時程の時間の違いについて、周知不足であった。 

（２）学校関係者評価報告 

  ・外部指導員 ➡概ね良好。次年度に向けての準備を 12 月から始める。 

  ・地域の方々による第三学年面接練習 ➡近隣小学校の PTA 役員にも声をかけ、数年後入学 

する篠中についての様子を見てもらうとができた。取組としては大変好評である。 

  ・ボランティアについて ➡生徒は積極的に各種ボランティアに参加している。行事ごとの参 

加人数に隔たりがあるので、人数が平均化できるようにしていきたい。また、８組生徒が作っ 

た雑巾を販売することで、生徒たちのモチベーションが上がるとともに、保護者も喜んでいた。 

  ・ほっとルームについて ➡昨年度と比較し、担任がほっとルームを訪れてくれる回数が増え、 

生徒も学校に対しての所属感をもつことができている。 

（３）令和６年度学校運営協議会委員によるヒアリング報告 

➡教員からは、教員同士の仲が良いことが分かった。 

生徒からは、教師と生徒もいい意味で仲が良いと話していた。また、学校が楽しくてしょ 

うがないと言っていたのが印象的。 

保護者からは、不登校の問題が出た。不登校については、学校だけでなく、地域と一緒に 

なって解決していかなくてならないと感じた。 

部活動については、地域が参加するコミュニティをつくって、部活動に所属している部員 

だけでなく生徒や地域が参加できるものができたらいいのではないか。 

＜まとめ＞ 

教員は異動もあるので、一過性のもので終わるのではなく、地域を巻き込むことで、永続 

的にいい環境が続くようにしていきたい。 

（４）チャレンジクラス進捗 

➡新一年生は、現在、区の方針として、篠中学区児童に限られている状況になっている。 

（５）標準服改定委員会進捗➡反射板をつけるなど親としては安心。制服については今後検討を重 

ねていく予定。 

３ 協議事項 

 （１）学校施設の有効利用（案）➡今後、学校の教室等の配置について、以下を変更する 

第２会議室 ⇒印刷室、印刷室⇒物品倉庫、 

し の だ け 
               ～ も っ と 踏 み 出 す 篠 崎 中 ～ 
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第１美術室⇒第２多目的室、第１美術室準備室⇒備蓄倉庫等 

 （２）東部区民館祭りボランティアについて➡人数が数名ではあるが、P 会長を中心に参加協力 

 （３）学校運営協議会規則（案）について 

      上記（案）について、以下の内容を区教委に提案 

     ・学校運営協議会の人事についての部分は、詳細に記載しなくても良いのではないか。 

・町会長の充て職とはしない方が良い。 

・学校運営協議委員の任期は２年を原則としてはどうか。 

・報酬については、現段階では、担当課として、予算を確定しているわけではないので、 

別途定めるでよいのではないか。 

（４）教育課題実践推進校発表会について 

    第 3 回学校運営協議会の協議事項に関わる検討協議をを当日の発表の中で行う。 

    協議事項については以下の内容を検討。 

       ・民生児童主任児童による相談窓口の開設 

       ・環境財団と連携しての「花いっぱい運動」の実施 

       ・内田委員の法人と連携しての様々なイベントの開催 

 

江戸川区立篠崎中学校コミュニティ・スクールモデル組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動名 大会名・種目・順位等 

バドミントン部 

第６７回東京都新人大会Ｃブロック(５・６合同ブロック)予選会 

女子団体戦 第３位 都大会出場 

個人戦男子シングルス 第５位 都大会出場 

ソフトテニス部 
第５７回江戸川区立中学校秋季総合体育大会 

ソフトテニス男子団体の部 第３位 都大会出場 

国語科 令和６年度江戸川区中学校読書感想文コンクール 佳作  

本校の取り組み 

生徒会から予算案の提案 

本校では、本年度から生徒会に対しての予算措置がなされいます。 

篠中生の学校生活がよりよくなるために何が必要か自分たちで考 

える試みです。今年には何が上がってくるのか、非常に楽しみです。 

もちろん、生徒会から上がってきた物については、最終的に教員 

でも、協議を行い決定していければと思います。 


